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Hancock 博物館に保管されている横浜港と

三崎海岸の介形虫類

池谷仙之

The Ostracodes deposited in the Hancock Museum, Newcastle upon-Tyne, 

Collect巴dfrom the Yokohama Harbor and the Coast of Misaki 

Noriyuki IKEY A 

Challenger Expedition (1872-1876）によって採集

され， G.S. Brady (1880）によって研究，報告された

介形虫類の標本は大英博物館と Hancock博物館とに

分散して保管されている。筆者は1981年の夏，これら

の機本を検鏡する 目的で両博物館を訪ねた。Hancock

博物館において， Bradyの他の介形虫コレクションを

見るうち，その中に横浜港と三111奇海岸で採取された 2

枚のファウナノレ ・スライ ドをみつけた。前者のスライ

ドには ＂1874”と年号が上書きされ，後者のそれには

”Collected by M. Yokoyama”と採集者名が裏書きさ

れていた。英国では今から 100年以上も前にChallen

ger号が持ち帰った標本だけではなく，他のノレートで

日本の介形虫類を収集， 研究していたのかと思うと篤

異の念を禁じ得なし、。その上，これらの椋木にカビ一

つ生やさせず，まるで昨日作製したかのようなスライ

ドの保存は，「これが100年も前の襟本か」と疑いたく

なる程新鮮であった。 100年前に神奈川県下の標本が

英国に渡り， 今も大切に保管され，後続の研究を立派

に支えている。 これらの標本について紹介すると共

に，関連するこ，三の事柄を解説する。

介形虫類 （Ostracode)

介形虫は，節足動物門（Arthropoda），甲殻類綱

〔Crustacea）の1:9E綱に属する微小生物（普通，大き

さは0.5則前後，中には30mmに達するものもいる〉で

ある。外形は一般に二枚貝に似た左右2枚の石灰質か

らなる殻（valve）からなり，殻はその背縁に沿って

発達する蝶番（hingement〕によ って合わさ っている。

動物体は頭部4，胸部3，腹部に分節し，前7分節に

は各々 l対の付属肢が発達している。付属肢は感覚，

運動，捕食， l班H同等の働きをする。消化器官は口，食

道， 胃，終腸，H工門に区別される。この他多数の剛毛

(bristle）をもち，l対の複眼と共に高度な感覚器官を

備えている。これらの付属肢と内臓器官は殻の内で，

殻の背部から1'Hり下げられるようなかたちで保護され

ている。殻の開l羽は蝶番に沿った初帯 (ligament）を

引くことによ って開き，殻の 内側に密着する閉殻筋

〔adductormuscle）をヨ｜くことによって閉じる。

雌雄異体で普通有性生殖するが， 単為生殖によるこ

ともある。成長は僻化した後段階的lこ7,8回の脱皮をし

て成体となる。雌雄の差は最終脱皮時より，形態には

っきり と認められ，その差は殻の形態にも現われる。

あらゆる水域に生息し，潮だまりから4000mの大洋

底に至る海は勿論のこと，淡水や一時的な水たま り，

地下水，時に硫黄泉にまで生息していることが知られ

ている。生態的には浮遊 ・遊泳するもの，底質上を逗

い廻るもの，ii次かな底質表層部にもくっているもの，

砂粒聞の問げき水中にひそむもの，水生植物の間を這

ったり和弘、だりしているものなど様々である。

このように介形虫は世界のあらゆる環境の水域に繁

栄し，しかも，その起源はカンプリア紀（約5億年前）

にまでさかのぼることができる。世界各地の各地質時

代から沢山の化石が報告され，今や，生物進化を解く絶

好な材料のーっとして注目されている分類併である。

また示準化石，示相化石としても大変重要な位置を占

めている。しかし，化石として発見される介形虫類の

多くは，その動物体が失われ，殻しか保存されないの

が普通である。それ故，生物体としては甚だ不完全で

ある。これは化石のもつ宿命であるが，最近の技術の

進展によって，我々はその殻に残された微細構造か
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図1：介形虫の－(71]（日本の標本を使ってBradyが命

名，或いはBradyの名前をと って付けた三崎産

の介形虫類〉
1, 2 : Trachyleberis scabrocuneata〔Brady).

1）却右殻の側面×60, 2) ~tlr 左殻の側面 x 60, 
3 : Cytheroinorpha acu戸unctata(Brady). jtffi右殻
の側面X90, 4～6: Spi削：teberisquadriaculeata 
(Brady〕.4）雄左殻の側面×108, 5）雌両殻の背

面X96, 6）雌両殻，右側面，付属肢が殻から外に

出ている状態 x90, 7 Echinocythei'eis? braのt
Ishizaki. 雌両殻の背面，2つの眼が突出している

X47. 

ら，比較wrn1J学的に多くの情報を得ることができるよ
うになった。Hancock陣物館のこれら2ケ所の日本の

標本は乾標本として，底質試料から分離 ・抽出され，

ファウナノレ ・スライド上に整理 ・保存されている。

George Stewardson Brady (1832・1921)

Brady はNewcastleに近い Gatesheadで医者の子

として生まれた。 幼い頃から彼の周囲には多くの優れ

た博物学者がいた。その人たちの影響て’博物学に強い

興味を持ちながら，NewcastleCollegeで医学を学び，

父と向じく 医者になり， 1857～1906年までSunderland

で開業していた。彼は1850年に微小甲殻類についての

最初の論文を提出して以来1915年まで，開業医のかた

わら，多くの介形虫類に関する研究論文（119編〉を

65年間にわたって淀みなく発表している。

1875年，今のArmstrongCollege, NewcastleでH.

A. Nicholson教授の後任と して｜専物学の教授に任命

された。1906年教授職を辞任するまで医者としても活
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躍していたようである。

彼とほぼ同時代の友人D.Robertson (1806-1896), 

C. A. M. Norman〔1831-1918）と共に，1970年代まで

に，すでにイギリ スにおける沿岸海域と陸水における

現生介形虫類の分類 ・分布生態のあらま しを明らかに

した。彼が生れた頃からイギリスは自然科学的な目を

海外に向け， Beagle号による世界周航 （18311836), 

Erebus号， Terror号による南極航海（1839-1843）を

はじめ，更にChallengerExpedition (1872-1876）が

行われた頃は笑に多くの海洋調査船をイギリス周辺海

域から大西洋，北極海にまで航行させている。彼にお

ける最大の仕事は何といっても Challenger号が持ち

帰った世界中の膨大な底質試料中より，介形虫類の研

究をまとめあげたことであった。このモノグラフ (18

80）は彼自身のスケッチによる詳車fl何不明瞭な図版と共

に，生態的な資料をと もなう克明な記載からなってい

る。この研究によって介形虫類研究は地域的なものか

ら汎t!:I:界的な視野におかれ，現代の同類研究の基礎と

なった。

Challenger号が凹：界中の海をかけめぐって海洋生

物を採集していた頃，Bradyは彼自らが考案した簡単

な採集器具を携えて， イギリ ス各地の池や湖，海岸

地方に採集旅行を していた。彼は園内の微小甲殻類の

標本を精力的に収集 ・研究するだけではな く， あらゆ

る手段を使って世界中の楳本をも集めていた。このこ

とはHancock附物館に残されている彼の収集品からう

かがし、知ることができる。当時，イギリスの商船は世

界のあらゆる港に出入りしていたので，世界各地の沿

岸，港内の底質資料は容易に入手できたものと思われ

る。横浜港の収l；本も停泊目当に投錨した鈎に付着してき

た底質を船員が持ち帰って Bradyに届けたものであ

る。その他，世界各地の｜噂物学者たちから同類標本が

彼のもとに送付されてきた。その中には，ここに紹介

する三｜｜崎海岸の砂が横山又次郎〔1860-1942）によって

送られている。Bradyと横山又次郎との交友関係につ

いては知るよしもないが，恐らく Bradyが請求して入

手したか，横山又次郎がI以上或いは同定を依頼したも

のであろう。いずれにしても，当時日本では全く研究

されていなかった介形虫類の，しかも日本産の介形虫

類をこの時代にBradyが検鏡して， 知っていたことは

驚きである。このような広汎な地域からの豊富な標本

は彼の研究材料と して使われ，結果として多くの重要

な当げ去を残すことになった。また， 「これらの研究に

使われた顕微鏡はじめ， 採集器具，桜木整理 ・保存の



図2・GeorgeStewardson Brady 〔1832-1921).

ためのスライ ドやファ ウナノレ ・スライ ド， キャビネ y

卜などまでがすべて彼の手作りのものであった」と

Meek (1921）は彼の追悼文の中で述べている。

Bradyは突に忙しい人てもあった。それは彼自身の研

究の他にCollegeで、の定常的な前義， Hancock博物館

でのNaturalHistory Societyの講演，FieldClubの

巡検，その上医業も熱心に凱jめ，これらのすべてを容

易にこなしていたと云われる。1906年，74才の時，こ

れらの社会的な要職から身を号［＼、てSheffieldに移り

住んだ。そこで83才まで研究論文を発表し続け，1921

年のクリスマスに90才の生涯を附じた。

彼の膨大なそして多くの模式標本を含む甲殻類の標

本はすべてHancock博物館に保存されている。

Hancock 博物館

イギリス北東部Northumberlandの中心都市 New

castl巴－upon-Tyneは，地名が示すように Tyn巴川の河

口から約13km」流に位置し，イギリスを征服した

William一世の息子 Rob巴rtが1080年にこの士山に城を

築いたことに山米する。 Newcastleはローマ時代から

の交通の要地であり，古くから港として栄え，産業革

命後は，工業都市として発展していった。現在，人口

23万たらずの1:j:i都市であるが，新旧の建造物が調和的

図 3 ・ Hancock~ 自 然史博物館， Newcastl巴 （イギ リ

ス〉

に建ち並んだ美しい街である。この小さな町に伝統的

な博物館が7つもある。その中の一つが最も古い伝統

を持つHancock自然史博物館である。

Hancock博物館は川］のr.j:i心部， Newcastle大学の隣

のやや小l白山、丘の上に古めかしく小じんまりと建って

L、る。世界の有名な博物館のイメージからすれば，そ

の規模はちっぽけな地方の一博物館にすぎない。その

設立は”TheNatural History Society of Northum-

berland, Durham and Newcastle upon Tyne”が正

式に発足した1829年に遡ることができる。しかし，そ

れ以前にも同博物舘の前身と して，CaptainJames 

Cook (1728-1779〕の大西洋諸島の民族資料をはじめ3

多くの自然史資料を収集する活発なl尊物館活動と 自然

史研究が181並紀の中頃から続けられていた。 Hancock

博物館の名前は1890年に AlbanyHancock (1806-18 

73〕とその弟 JohnHancock (1808 1890）の業績を記

念して，現在に残る石造りの建物が建てられたH寺以来

そのようにH子ばれるよ うになった。AlbanyHancock 

は軟体動物， 腕足類の研究で知られ，Darwinの斐脚

類の研究をも手伝った。また JohnHancockは鳥類の

研究家として知られる。この兄弟は NaturalHistory 

Societyの最初からのメンバーであり， 同会の育成に

一生をささげた博物学者であった。

Hancock I専物館はこの地方の NaturalHistory 

Societyの活動の基盤となり，創立以来欠けることな

し定期的に Transactionsが出版され，また多 くの

研究業総が特別出版されている。これらの出版物中に

は，最初の 100年間（1929年まで〕だけで，1 ！~I, 1 

科， 49属， 218種の新しいタクサが記載された。これ

らの模式標本のすべてが今日まで大切に同館に保管さ

れていることは言うまでもないことである。
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同博物館が所有する重要な標本のうち，筆者が気に

とめた生物 ・地学関係のものをいくつか上げると，イ

ギリスの苔類（DuncanCollection），石炭紀の植物

〔HuttonColl巴ction〕，イギリ スのヒドロ虫類と軟体動

物（AlderCollection），；保似類と被袋類（A.Hancock 

Collection）， 甲殻類 （BradyCollection）， 二畳紀の無

脊維動物（HowseCollection）， 石炭紀の魚類と両生

類（AttheyCollection），ジュラ紀の魚類（Dinning

Collection），化石脊稚動物（KirkbyCollection〕，イ

ギリスの鳥類CJ.Hancock Collection）と大変な数に

なる。これ以外にも沢山の有名な標本を抱えている。

そして今日でもこれらの標本を研究するために，内外

から著名な学者が多勢同f官を訪れている。その来訪者

名簿にはここ 2,3年の問だけでも，筆者が関係する

人たちの名前が十数名記帖されていた。

同博物館は植物，昆虫，地質，nr!J乳類，鳥類の5部

門から成り立っているが，専任のスタッフは館長の

A. M. Tynan氏とD巴putyCuratorの P.S. Davis 

氏，それにタイピストの0.Marshall夫人，その他に

は6人のパートタイムの職員がいるだけである。一体

どのようにして博物館を運営しているのであろうか。

筆者が同館を訪ねた時，ティータイムに十数人の人た

ちが集まってきていたが， その人達はほとんどボラン

ティアで来ている大学生達であった。中にはここで学

位論文を仕一｜二げている大学院生もいたが，自然史の勉

強をしながら標本整理やカタログ作りを手伝っている

人達であった。一人忙しく駆けずり廻りながら，学生

達を指図していた館長と，この伝統ある Hancock博

物館が今もなおあらゆる試練に耐えながら遣しく活動

している姿に，自然史に対するイ ギリス人の執劫な熱

意を感じた。

横浜港の介形虫類

Bradyの収集標本の中lこ”Yokohama,Japan 1874, 

Ostracoda”と表記された －枚のファウナノレ ・スライ

ドを見つけた。そのスライドの裏面には ”Yokohama

Japan","Brought up on the anchor”，＂0 Mr. Kivsoff, 

Glasgou 1874”と記入され， 黒インキで端正に書かれ

た英文字は恐らく Bradyのベンによるものであろう。

ファウナノレ ・スライドはそのサイ ズにおいて現在我

々が使用している国際規格と全く同じであった。この

規格は，この頃にすでに定着していたのであろうか。

黒の厚紙上に方眼を針で線引きし，その打｜自の端にa

上に長四角に例抜かれた約Immの厚さの白い台紙が

のせられ， 更にスライドグラスでカノくーされていた。

これらの細工はすべてBrady自身によってなされたと

云われている。このファウナノレ ・スライド J－.には，す

でに底質から分離，拍出された介形虫類が積ごとに整

然と糊付けされて並べられていた。

この標本をどのようにして入手したのであろうか。

想像するに， BradyがGlasgoから出港する商船の乗

組員Mr.Kivsoffに直接頼んだのかも知礼ない。頼ま

れた Kivsoffは途中立ち寄った世界の港々で，錨に付

いてきた泥を採集してBradyのもとに送り届けたに違

L、なL、。Bradyの標本の中には，このような世界各地

の港の標本が沢山集められている。

横浜港の介形虫類について，スライドに記録された

文字以外にBradyが記述したものは何も残されていな

い。彼がこの標本を研究した記録はないが，現存する

標本の整国の状況（種の分類はほぼ完壁である〕から

判断して， Challenger号の楳本を研究する以前に，す

でに日本近海の介形虫類についてよく調べていたこと

は確かでらある。

筆者のフ ィーノレドノートにメモされた，その日寺の即

席の同定によれば3 このスライ ド中の介形虫類はつぎ

のような種頒と個体数とからなっている。

a〕Cythereomotenz戸＇PonicaHANAI (1) 

b) Loxoconcha sp. (4) and Nipponocythere bicar-

inata (BitADY〕（2)

c ) Echinocythereis ? bradyi IヨHJZAKI (6) 

d〕Sρinileberisquadriaculeata (BnA DY〕（7)

e) Callistocythe問。lataHANAT (14) 

f) Bicornucythe1e bisanensis (OKUBO〕（3)

g〕？ (12) 

h〕Cytheromorphaacupunctata〔BnADY〕（8)

i〕？ (3) 

j〕？ (1) 

k) Hemicytheridae (1) 

1 ) Bicornucythere bisanensis (BRADY〕（14)

m) Eucytheridae (1) 

n) Parak円：thellaρseudadonta(HANA l〕（4)

o) Trachyleberis scabrocuneata (BRADY〕（1)

P〕Cytheromoゆhaacu戸unctata〔BR,¥DY)(1) 

q ) S clerochilus ? sp. (1) 

この時から 100年も経過した今日，日本の介形虫類

の研究も大分進歩した。しかし，我々はまだ横浜港の

～x, 1～14の付号が朱の絵筆で描かれていた。その 介形虫類について，このBrady標本から得られる以上
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の情報を持っていない。ここに筆者が即座に同定でき

なかったものは， 日本近海において，未だ未記載の種

類であり，その中にはL、くつかの新種が含まれてい

る。残念ながら筆者は横浜港近辺の耕一本を未だ持ち合

せないでいる。

三崎海岸の介形虫類

Bradyの標本の中にあったもう一つのスライドは

”Sea sand from the coast of Misaki at th巴巴ntrance

of the Bay of Tokyo Japanー， Collectedby M. 図4：横浜港の介形虫煩が入っているファウナノレ ・ス

Yokoyama”と裏書きされたものである。横山又次郎 ライド

によって，三浦半島三崎のどこかの海岸で採集された

海岸i沙から抽出されたものであることは確かである。

横山叉次郎は1882年に東京大学理学部地質学科を卒

業し， 1886年にドイツへ留学し， 1889年に帰国，その

年に同学科で古生物学の教授になっている。日本の化

石軟体動物の分類学的，層序学的研究に不朽の基礎を

つく った人である。同教授は有孔虫， Orbitoidなどの

化石を外国の専門家に送って調べてもらったりしてい

たので，或いは三崎の介形虫類もその同定等をBrady

に依頼したかも知れない。しかし，このことについて

の記録は見つからない。このスライドには年号の記載

がないので，それが何時のことかも判然としなし、。横

山又次虫防3ヨーロ ッパへ留学した時に， 標本を持参し

たのかも知れない。いずれにしても BradyはChallen- 図5: Hancock 博物館に保存されている Bradyの介

ger Reportを完成した後にこの標本を入手したと思 形虫類のコレクションとそのキャビネ ット．

われる。なぜなら，横山又次郎が採集した標本である

とすれば，彼が大学を卒業する以前のこととは考えに 14〕Parakrithella戸seudadonta(HANA!) 

くし、からである。 15〕Paracytherideasp. 

筆者のメモによれば，三崎産の介形虫類はつぎのよ 16〕Schizocytherekishinouyei (KAJ ry AMA) 

うな種類であった。 17〕Semicytherura? miuremis〔HANA！〕

1 ) Alatacythe何？ sp. 18) Semicytherura quadrata HANA r 

2) Argilloecia ? sp. 19〕Trachyleberisscabrocuneata (BRADY) 

3) Aurila miii IsmzAKI 20〕Xestoleberissetouchiensis OKUBO 

4〕Bradleya? sp. 三崎の現生介形虫類は梶山英三によって研究され，

5 ) Bythoceratina hanaii IsmzAKI その分類学的成果は 19121913年に動物学雑誌に公表

6〕Callistocythei-espp. されている。これはヨIi奇の東京大学附属臨海実験所で

7〕Cythero戸teronmiurensis HANA r なされた彼の卒業論文であり，また日本人として介形

8 ) Cytheropteron sp. 虫類を研究した最初のものでもある。この地域の介形

9〕Cytherura? sp. 虫類については，その後花井哲郎によって，分類学的

10) Eucytheridae により詳しく研究され， 今では我国で最もよくわかっ

11〕Hemicytherurakajiyainai HANAI ている介形虫フォーナの一つである。それにもかかわ

12〕Loxoconchaspp. らず，このBradyの三l崎の標本中にはまだ日本で未報

13) Neonesidea oligodentata (KAJIYAMA〕 告の種類がかなり含まれてし喝。我々に残されている
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仕事はまだまだ沢山あることを，これらの標本が教え

てくれるような気がする。
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